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公平委員
  櫛 田 洋 子 氏（貫気別）

公平委員
  奥 村 寛 行 氏（振内町）

公平委員（再任）
和 田 ともよ 氏（荷菜）

教育委員（再任）
 和 田 与志男 氏（荷菜）
任期　令和６年10 月1 日

　　　　～令和10 年9 月30 日

固定資産評価審査委員
　伊 東 健 一 氏（貫気別）

任期　令和６年８月7 日
　　　　～令和９年８月６日

人権擁護委員（再任）
　福 澤 早 苗 氏（振内町）
 任期　令和６年10 月１日

　　　　～令和９年９月30 日

 

町
議
会
に
お
い
て

　
選
任
、再
任
さ
れ
た
各
委
員

　

１
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、振
内
地
区

の
全
保
護
者
・
住
民
を
対
象
と
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
直
接
の
聞
き
取
り

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

振
内
中
学
校
の
状
況

　

現
在
、
北
海
道
教
育
委
員
会
は
、
生
徒

数
の
減
少
や
中
学
校
教
員
の
働
き
方
改

革
な
ど
を
理
由
に
「
中
学
校
で
の
部
活

動
を
廃
止
し
、
地
域
で
活
動
で
き
る
準
備

を
早
急
に
進
め
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
移
行
す
る
た
め
に
は
新
し

い
組
織
設
立
や
教
師
に
代
わ
る
指
導
者

の
発
掘
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
部
活
動
拠
点
校
方
式
の
採
用
や

日
高
町
と
協
力
す
る
な
ど
し
て
部
活
動

の
地
域
移
行
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

部
活
動
の
地
域
移
行

　

小
学
校
５
校
で
20
名
と
な
り
、
児
童
に

対
す
る
必
要
な
支
援
や
最
適
な
学
習
環

境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

令
和
７
年
度 

新
入
学
児
童
数

　

４
月
に
小
６
・
中
３
を
対
象
と
し
て

実
施
さ
れ
た
今
年
度
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
に
つ
い
て
、
平
取
町
の
状
況

は
、
小
・
中
学
校
と
も
に
全
国
よ
り
や
や

低
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
平
均
並
み
で
、
日
高

管
内
で
は
高
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

 

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

９
月
中
旬
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
各

小
中
学
校
で
学
習
発
表
会
、
学
校
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
校
と
も
児
童
生
徒
と

教
職
員
が
一
つ
と
な
り
、
準
備
や
発
表
練

習
を
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
当
日
の
発
表

は
素
晴
ら
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
に
町
議
会
総
務
文
教
常
任
委
員

会
、
11
月
に
教
育
委
員
に
よ
る
学
校
訪
問

を
実
施
し
、
各
校
長
か
ら
重
点
目
標
や
学

校
の
状
況
等
の
説
明
が
あ
り
、
委
員
か
ら

質
問
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
校
活
動
の
状
況

教
育
行
政
報
告

教
育
行
政
報
告

　

12
月
18
日
㈬
に
第
９
回
町
議
会
定

例
会
が
招
集
さ
れ
、
行
政
報
告
お
よ

び
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
行
政
報
告
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

««まちの政策まちの政策 »»　町議会行政報告　町議会行政報告

　

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
は
、約
７

割
程
度
の
保
護
者
が
統
合
を
望
ん
で
い

る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
の
で
、
教
育
委

員
会
と
し
て
「
生
徒
や
保
護
者
の
不
安

等
を
軽
減
す
る
た
め
、
準
備
期
間
を
２
年

間
と
し
て
、
令
和
９
年
４
月
の
統
合
を
目

指
す
」と
の
方
向
性
を
ま
と
め
、保
護
者
・

地
域
住
民
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
数

回
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
保
育
所
・
学
校
・
自
治
会
単

位
で
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
結

論
に
応
じ
た
対
応
を
教
育
委
員
会
と
し

て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

任期　令和６年10 月1 日～令和10 年9 月30 日

教育長　松 田 拓 美

広報びらとり広報びらとり 2024.12/2025.1 22

町
議
会 

議 

長　
　
　

高
山   

修

　

同 　

副
議
長　
　

 

四
戸  

正
彦

　

同　

 

議 

員　
　
　

井
澤  

敏
郎

　

同　

 

議 

員　
　
　

中
川  

嘉
久

　

同　

 

議 

員　
　
　

松
澤 

以
久
子

　

同　

 

議 

員　
　
　

木
村  

英
彦

　

同    

議 

員　
　
　

金
谷   

滿

　

同    

議 

員　
　
　

崎
廣  

秀
樹

　

同　

 

議 

員　
　
　

萱
野  

久
彦

　

同　

 

議 

員　
　

   

千
葉  

良
則

代
表
監
査
委
員　
　

  

三
浦  

繁
春

農
業
委
員
会
会
長　

  

宮
入   

司

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長  

互
野  

勝
弘

公
平
委
員
会
委
員
長　

奥
村  

寛
行

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長 

和
田 

与
志
男

副 

町 

長　
　
　
　
　

 

佐
藤  

和
三

教 

育 

長　
　
　
　
　

 

松
田  

拓
美

　

国
立
公
園
を
有
す
る
領
域
や
そ
の
周

辺
で
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
が
い
か
に
貴

重
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
受
け
る
豊

富
な
水
資
源
や
気
候
風
土
の
恩
恵
な
ど

を
町
民
が
あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
機
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
国
立
公
園
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
い
か
に
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
け
る
か
が
重
要
な
視

点
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
具
体
的
な
取
り

組
み
と
し
て
、
日
高
山
脈
の
最
高
峰
、
日

本
百
名
山
で
も
あ
る
「
ポ
ロ
シ
ﾘ
」
岳
の

登
山
ル
ー
ト
の
環
境
整
備
や
情
報
発
信

を
強
化
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
登
山
の
提
供
な

ど
で
よ
り
多
く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ

き
、
日
本
で
も
類
を
見
な
い
、
奥
深
い
自

然
を
体
験
す
る
こ
と
で
交
流
人
口
の
増

加
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
日
高
山
脈
の
山
々
の
名
称
の
ほ

と
ん
ど
が
ア
イ
ヌ
語
由
来
で
あ
り
、
国
立

公
園
を
含
む
多
く
の
領
域
で
、
ア
イ
ヌ
語

地
名
や
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
立

公
園
の
素
晴
ら
し
い
景
観
な
ど
を
ア
イ

ヌ
文
化
の
視
点
で
も
見
て
い
た
だ
く
こ

と
に
よ
り
、
こ
の
公
園
の
価
値
や
魅
力
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
ア
イ
ヌ
文
化

の
発
信
や
理
解
に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
巳
年
で
す
。
古
代
か
ら
へ
び
は

脱
皮
し
、
新
た
な
姿
に
生
ま
れ
変
わ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
再
生
や
永
遠
の
象
徴
と

さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

巳
年
の
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
新
た

な
挑
戦
や
変
化
に
対
し
、
前
向
き
な
姿
勢

で
い
き
い
き
と
健
康
で
暮
ら
し
、
楽
し
い

年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
、
び
ら

と
り
ト
マ
ト
の
今
年
の
販
売
額
は
41
億

円
を
超
え
ま
し
た
。
40
億
円
を
超
え
る
の

は
４
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。
ト
マ
ト
の
ま

ち
平
取
町
に
と
っ
て
は
、
本
当
に
喜
ば
し

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
の
夏
も
暑

い
日
が
続
き
、
北
海
道
も
猛
暑
が
恒
常
化

す
る
な
か
で
、
生
育
が
心
配
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
生
産
者
や
関

係
者
の
皆
様
の
日
頃
の
ご
努
力
の
結
果

に
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ト

マ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
農
畜
産
物
の
供

給
地
と
し
て
、
安
定
的
な
生
産
を
維
持
す

る
た
め
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
等
を
は

じ
め
と
す
る
各
種
農
業
振
興
施
策
を
引

き
続
き
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

　

少
子
化
が
進
む
な
か
、
生
徒
の
減
少
が

続
き
、
地
域
連
携
校
と
し
て
存
続
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
道
立
平
取
高
校
の
生
徒

確
保
の
た
め
、
昨
年
度
か
ら
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
生
徒
の
全
国
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
さ
ら
に

地
元
か
ら
の
内
部
進
学
率
の
向
上
と
全

国
の
進
学
希
望
者
が
平
取
高
校
を
選
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
高
校
、
行
政
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
、
受
け
入
れ
態
勢
の
充
実

な
ど
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
、
日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立

公
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
国
立
公
園

化
は
、
日
高
山
脈
は
国
内
で
も
ま
れ
な
雄

大
な
自
然
が
残
り
、
こ
の
国
の
貴
重
な
財

産
で
あ
る
こ
と
の
証
で
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て

　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
歓
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、

平
取
町
長
と
し
て
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト

を
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
１
期
目

は
町
政
運
営
の
テ
ー
マ
を
「
ゆ
た
か
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
、
平
取
町
」
と
し
て
各
種

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
２
期
目

は
そ
れ
に
加
え
て
「
平
取
（
み
ん
な
）
の

夢
を
未
来
（
あ
し
た
）
に
つ
な
ぐ
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
町
民
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

を
実
現
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
引
き
続

き
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

迎
春
年
頭
あ
い
さ
つ

 

　
平
取
町
長 

遠 

藤 

桂 

一
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　 基 金 の 残 高 （ 町 の 貯 金 ）は 、前 年
度 か ら ２ 億 ３ ，５ ７ ３ 万 円 減 少 し、
２０億９，９５９万円となります。

　　　　　基金残高の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（億円）

　 町 債 の 残 高（ 町 の 借 金 ）は、前
年 度 か ら ４ 億 ７ ３ ５ 万 円 減 少 し、
７２億４，４ ６３万円となります。

　　　　町債残高の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（億円）

項　目 歳　入 歳　出

 国民健康保険特別会計 ６億６，１３７万円 ６億５，９６６万円

 後期高齢者医療特別会計 ９，４７２万円 ９，４７２万円

 介護保険特別会計 ５億４，８２７万円 ５億４，４０８万円

 簡易水道特別会計 ３億４，９０６万円 ３億２，８０２万円

 振内国民健康保険診療所特別会計 ２，９７７万円 ２，９７７万円

 国民健康保険病院特別会計 １０億０，１０９万円 ９億６，７７３万円

合　計 ２６億８，４３１万円 ２６億２，３９８万円

 特別会計・企業会計

　 歳 入 の 決 算 総 額 は ６ ９ 億 ５ ，６ ４ ８ 万 円 で 、前 年 度 決 算 額 ８ ０ 億 ９ ，０ ０ ９ 万 円 と 比 較 し 、
１ １ 億 ３ ，３ ６ １ 万 円 の 減 と な り ま し た 。歳 出 の 決 算 総 額 は ６ ８ 億 ６ ，７ ６ ９ 万 円 で 、前 年 度
決 算 額 ８ ０ 億 １ ，１ ９ ６ 万 円 と 比 較 し 、１ １ 億 ４ ，４ ２ ７ 万 円 の 減 と な り ま し た 。
　 減 額 と な っ た 要 因 と し て 、令 和 ３ 年 度 繰 越 の 畜 産 ・酪 農 収 益 力 強 化 整 備 等 特 別 対 策 事 業 な
ど の 終 了 に よ り ７ 億 ８ ，１ ３ ６ 万 円 の 減 、新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 応 地 方 創 生 臨 時 交 付
金 等 の 減 額 に よ り １ ０ 億 ５ ３ 万 円 の 減 、町 債 が バ チ ラ ー 保 育 園 整 備 事 業 お よ び 公 営 住 宅 建 設
事 業 な ど の 終 了 に よ り ２ 億 ４ ，１ ４ １ 万 円 の 減 と な っ た こ と に よ り ま す 。
　 歳 入 で は 、町 税 の 占 め る 割 合 が 全 体 の ７ ．２ ％ （ 収 納 率 は ９ ９ . ８ ％ ）で 、２ ，５ ３ ０ 万 円
の 減 と な り 、自 主 財 源 が 少 な い 状 況 で す 。ま た 、地 方 交 付 税 は 、対 前 年 度 ４ ，６ ９ ９ 万 円 、１ ．
３ ％ の 減 と な っ て い ま す が 、国 庫 支 出 金 や 道 支 出 金 、ま た 地 方 交 付 税 へ の 算 入 と な る 町 債 を
活 用 し な が ら 、各 種 事 業 を 推 進 し て き ま し た 。
　 歳 出 で は 、人 件 費 や 扶 助 費 、公 債 費 の 占 め る 割 合 は ３ ６ ．８ ％ と な っ て い ま す 。繰 出 金 を 含
め こ れ ら の 数 値 が 増 加 す る と 財 政 の 硬 直 化 が 進 む こ と か ら 、今 後 も 歳 入 の 状 況 を 見 極 め な が
ら 歳 出 の 抑 制 に 努 め ま す 。

一般会計歳入・歳出の状況等

令和５年度 決算報告

区 分 決 算 額

 人件費 １１億８，９９７万円

 物件費 ８億４，９５９万円

 維持補修費 ８，６７０万円

 扶助費 ５億０，６９２万円

 補助費等 ５億７，１５３万円

 公債費 ８億３，５２９万円

 積立金 ６，７０１万円

 貸付金 ６，７１０万円

 繰出金 ７億２，９７１万円

 投資的経費 １９億６，３８７万円

 補助事業 １０億３，６４４万円

 単独事業 ８億１，９４７万円

 災害復旧費 １億０，７９７万円

歳出の内訳
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区 分 決 算 額

自

主

財

源

 町税 ５億０, ３３２万円

 使用料及び手数料 １億３, ９９０万円

 寄附金 １億４, ９２１万円

 繰入金 ２億７, ５７３万円

 その他 ３億６, ５１３万円

 財産収入 ６，００７万円

 繰越金 ７, ８１３万円

 諸収入 ２億２, ６９３万円

依

存

財

源

 地方交付税 ３４億７, ３０５万円

 国庫・道支出金 １３億７，５６６万円

 町債 ４億０，８７０万円

 各種交付金等 ２億６，５７８万円

歳入の内訳

　 令 和 ５ 年 度 の 一 般 会 計 決 算 お よ び 各 特 別 会 計 決 算 が 、令 和 ６ 年 1 2 月 開 催 の 町 議 会 定
例 会 で 認 定 さ れ ま し た 。一 般 会 計 の 決 算 の 概 要 お よ び 財 政 状 況 を お 知 ら せ し ま す 。
　 歳 入 総 額 は ６ ９ 億 ５ ，６ ４ ８ 万 円 、歳 出 総 額 は ６ ８ 億 ６ ，７ ６ ９ 万 円 と な り ま し た 。
　 将 来 的 に 安 定 し た 町 政 運 営 を 進 め て い く た め に 、今 後 も 総 合 計 画 に 基 づ き 、効 率 的 な
財 政 運 営 の も と 、地 域 経 済 の 活 性 化 と 町 民 の 生 活 向 上 を 最 優 先 課 題 と 捉 え 、未 来 を 見 据
え た 行 財 政 運 営 に 努 め ま す 。

歳入合計
69 億

5,648 万円

歳出合計
68 億

6,769 万円
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株式会社たんの（本町）より、寄附金をいただきました。ご厚意に感謝いたします。

　 株 式 会 社 伊 藤 工 業（ 代 表 取 締 役 伊 藤 
豊 氏 ）よ り、平 取 小 学 校 敷 地 内 の 砂 利 道
の整備をしていただきました。

　 株 式 会 社 小 林 組 （ 代 表 取 締 役 小 林 史 明 
氏 ）よ り、ペ ン ケ オ ユ ン ベ 川（ 本 町 ）の 土 砂
上げをしていただきました。

◆ご寄附・地域貢献活動に感謝します◆ご寄附・地域貢献活動に感謝します◆◆

　 毎 年 、平 取 町 自 治 振 興 会 が 主 催 す る 町 づ く り 住 民 大 会 は 、今 年 度 は 講 演 会 や 鑑 賞 会 で は な く 、
新 規 就 農 者 や 外 国 人 就 労 者 、地 域 お こ し 協 力 隊 員 、地 域 み ら い 留 学 生 （ 平 取 高 校 ）な ど 、平 取 町 へ
の 移 住 者 を 紹 介 し 、親 睦 を 深 め る 交 流 会 を 開 催 し ま し た 。以 前 に 転 入 さ れ た 方 々 や 自 治 会 な ど 9 0
名 が 参 加 し 、会 食 を し な が ら テ ー ブ ル ご と に 歓 談 が は ず ん で い ま し た 。イ ン タ ビ ュ ー 形 式 に よ り
移 住 者 一 人 ひ と り か ら 、平 取 町 に 来 た き っ か け や 仕 事 、平 取 町 の 印 象 な ど が 語 ら れ 、「 お 互 い に 頑
張 り ま し ょ う 」と 新 た な 交 流 の 輪 が 広 が り ま し た 。最 後 に は 、特 産 品 が 当 た る 抽 選 会 も あ り 、平 取
町 で 新 た な 生 活 を ス タ ー ト し た 方 々 を 応 援 す る 和 や か な 交 流 会 と な り ま し た 。

11/30 びらとり交流フェア～町づくり住民大会～11/30 びらとり交流フェア～町づくり住民大会～

　 平 取 町 、平 取 町 教 育 委 員 会 、平 取 高 校 が 主 催 す る 「 平 取 町 青 少
年 国 際 交 流 事 業  ハ ワ イ 研 修 報 告 会 」を ふ れ あ い セ ン タ ー び ら と り
視 聴 覚 ホ ー ル で 開 催 し ま し た 。
　 報 告 会 で は 、1 0 月 １ 日 か ら 1 0 月 ５ 日 ま で ハ ワ イ ・オ ア フ 島 の
研 修 に 参 加 し た 平 取 高 校 ２ 年 生 ６ 名 が 、そ れ ぞ れ 役 割 を 分 担 し て
各 訪 問 先 で の 体 験 を 写 真 と 動 画 を 用 い て 紹 介 し ま し た 。
　 今 回 の 研 修 は ３ 泊 ５ 日 と 短 期 間 で し た が 、ハ ワ イ ア ン の 高 校 生
や 大 学 生 と の 交 流 、博 物 館 見 学 、ハ ワ イ 語 と フ ラ の ワ ー ク シ ョ ッ
プ 、ポ リ ネ シ ア ン カ ル チ ャ ー セ ン タ ー で の 文 化 体 験 な ど 、と て も
充 実 し た 内 容 と な り 、現 地 高 校 生 と の 交 流 時 に は 、事 前 に ア イ ヌ
文 化 学 習 や ア イ ヌ 古 式 舞 踊 の 練 習 を 重 ね た 平 取 高 校 生 が 、日 本 文
化 や ア イ ヌ 文 化 の 紹 介 を 英 語 で 発 表 し 、舞 踊 の 披 露 も 見 事 に 成 し
遂 げ 、今 後 に 向 け て 大 き な 自 信 と な り ま し た 。
　 報 告 会 の 最 後 に は 、パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 形 式 で 質 疑 応 答 も
行 い 、パ ネ ラ ー を 務 め た 高 校 生 た ち は 、参 加 者 か ら の 質 問 に 対 し
研 修 中 の 思 い 出 や 感 想 な ど を そ れ ぞ れ 話 し て い ま し た 。
　 こ の 青 少 年 国 際 交 流 事 業 は 、平 取 高 校 の 入 学 生 全 員 を 対 象 に 来
年 度 以 降 も 開 催 す る 予 定 で す 。

11/13 平取高校 青少年国際交流事業報告会11/13 平取高校 青少年国際交流事業報告会
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　 日 高 振 興 局 で は 、地 域 の 馬 文 化 普 及 啓 発 の た め、平 成16
年 度 か ら 「 ひ だ か 馬 の 絵 コ ン テ ス ト 」を 開 催 し、今 年 で21
回 目 と な り ま し た。日 高 管 内 お よ び 東 胆 振 地 域 の 小 学 校
13 校 か ら101 点 の 応 募 が あ り、平 取 小 学 校 か ら ２ 年 生 ２
名 が 入 選 し、12 月 ９ 日 ㈪ に 表 彰 状 が 授 与 さ れ ま し た。　
　　　優秀賞　菊地 りんな さん
　　　入　賞　野田　久翔  さん

◆ひだか馬の絵コンテスト表彰◆ひだか馬の絵コンテスト表彰◆◆

　 平 取 町 交 通 安 全 推 進 委 員 会 よ り 、伊 熊 広 光 氏（ 本 町 ）が、
交通安全指導員10 年表彰を受賞されました。
　 ま た 、令 和 ７ 年 度 新 入 学 児 童 の 交 通 安 全 を 祈 願 す る「 愛
の 鈴 」が、平 取 町 商 工 会 女 性 部（ 部 長 仲 山 美 枝 子 氏 ) よ り、
平 取 町 交 通 安 全 推 進 委 員 会 長 で あ る 遠 藤 町 長 へ 贈 呈 さ れ、
入学式に児童に贈られます。

　　◆交通安全指導員表彰　　◆交通安全指導員表彰
　　　　　　　　　　　　交通安全「愛の鈴」贈呈　　　　　　　　　　　　交通安全「愛の鈴」贈呈◆◆

　 昭 和30 年12 月 に 平 取 町 に 奉 職、以 来37 年 の 永 き に わ た
り 町 職 員 と し て、さ ら に 平 成 ５ 年 ４ 月 か ら は 平 取 町 収 入 役
と し て ８ 年 間、地 方 自 治 行 政 に 尽 力 さ れ た 佐 々 木 省 三 氏

（ 本 町 ）に、12 月17 日 ㈫、高 見 芳 彦 日 高 振 興 局 長 か ら「 瑞
宝双光章」が伝達されました。

◆◆高高齢齢者叙勲 受賞◆者叙勲 受賞◆

　 技 能 者 を 積 極 的 に 育 成 し、技 能 者 の 経 済 的・社 会 的 地 位
の 向 上 に 努 め る と と も に、産 業 お よ び 地 域 社 会 に 貢 献 し て
い る 事 業 所 に、株 式 会 社 米 沢 電 気 商 会 平 取 営 業 所（ 代 表 取
締役 山本 敦子 氏）が選ばれ、11 月15 日㈮、令和６年度「日
高 管 内 技 能 者 の 集 い 」に お い て 日 高 地 方 技 能 訓 練 協 会 か ら
表彰状が贈られました。

◆◆技能者養成貢献事業所表彰◆技能者養成貢献事業所表彰◆

　 へ き 地 等 の 自 治 体 立 病 院 ま た は 診 療 所 で、15 年 以 上 に わ
た り 地 域 の 医 療 確 保 に 尽 力 さ れ た 医 師 に 贈 ら れ る「 へ き 地
医 療 貢 献 者 表 彰 」（ 全 国 自 治 体 病 院 開 設 者 協 議 会・全 国 自 治
体 病 院 協 議 会 ）に お い て 、国 保 病 院 谷 信 一 院 長 が 受 賞 さ
れ、遠藤町長から伝達されました。
　 谷 院 長 は、平 成16 年10 月 か ら 外 来 や 入 院 診 療、救 急 受 入
れは もとよ り、健診 や予防接 種など「 地域の かかり つけ医 」
として町の保健医療福祉の責を担っています。

◆◆令和６年度へき地医療貢献者表彰◆令和６年度へき地医療貢献者表彰◆

　11 月25 日 ㈪、苫 小 牧 信 用 金 庫（ 理 事 長  小 林 一 夫 氏 ）よ
り、100 万円のご寄附をいただきました。
　 こ の ご 寄 附は「 子どもを産み育 てやすく、豊 かな心を育 む
環 境をつくる事業（平取高校 魅力化プロジェクト事業）」に活
用させていただきます。

◆苫小牧信用金庫　◆苫小牧信用金庫　
　　　　企業版ふるさと納税で 100 万円　　　　企業版ふるさと納税で 100 万円◆◆

まちのひろばまちのひろばまちのひろばまちのひろば
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　 二 風 谷 発 電 所・岩 知 志 発 電 所・奥 新 冠 発 電 所 の 影 響 緩 和 の
ために、電源立地地域対策交付金が交付されています。
　 今 年 度 は、国 民 健 康 保 険 病 院 の 医 療 体 制 の 維 持、確 保 が 円
滑 に 図 ら れ る よ う、病 院 事 業 費 へ 電 源 立 地 地 域 対 策 交 付 金
５５１万４千円を充当しました。
　 今 後 も 町 民 の 安 心 で 安 全 な 医 療 の 提 供 が 保 て る よ う 病 院 事
業 費 へ の 充 当 な ど、有 用 な 財 源 と し て 効 果 的 な 活 用 を し て い
きます。

令和６年度 電源立地地域対策交付金事業報告令和６年度 電源立地地域対策交付金事業報告

項 　 目
2 0 1 3 年 度

（ 基 準 年 度 ）
2 0 2 2 年 度

（ 令 和 ４ 年 度 ）
2 0 2 3 年 度

（ 令 和 ５ 年 度 ）
前 年 度 比 基 準 年 度 比

（ 割 合 ） （ 割 合 ）

ガ ソ リ ン 1 6 8 4 8 3 9 ▲ 9 ▲ 1 8 . 8 ％ ▲ 1 2 9 ▲ 7 6 . 8 ％

灯 　 油 8 3 2 6 4 6 7 4 8 1 0 2 1 5 . 8 % ▲ 8 4 ▲ 1 0 . 1 %

軽 　 油 3 4 3 3 2 9 7 2 5 . 0 % 3 0 1 , 0 0 0 . 0 %

Ａ 重 油 6 1 1 3 0 2 2 6 3 ▲ 3 9 ▲ 1 2 . 9 % ▲ 3 4 8 ▲ 5 7 . 0 ％

Ｌ Ｐ Ｇ 4 2 3 5 3 6 1 2 . 9 ％ ▲ 6 ▲ 1 4 . 3 ％

電 　 気 1 , 5 1 1 1 , 0 1 5 1 , 0 4 8 3 3 3 . 3 % ▲ 4 6 3 ▲ 3 0 . 6 ％

合 　 計 3 , 1 6 7 2 , 0 5 0 2 , 1 6 7 1 1 7 5 . 7 % ▲ 1 , 0 0 0 ▲ 3 1 . 6 %

エネルギー別ＣＯ ₂ 排出量内訳

　 2 0 2 3 年 度 の 各 施 設 ・車 両 に よ る
Ｃ Ｏ ₂ 排 出 量 は 2 , 1 6 7 ｔ で 、基 準 年
度 の 2 0 1 3 年 度 と 比 べ 3 1 . 6 %（ 1 , 0 0 0
ｔ ）の 減 少 と な り 、中 期 目 標 値 の
2 , 2 1 3 ｔ を 下 回 る 排 出 量 と な り ま
し た 。
　 し か し 、新 た に 整 備 さ れ た 大 型 施
設 や 、各 施 設 へ の エ ア コ ン 導 入 、猛
暑 の 影 響 な ど に よ り 、電 気 使 用 量 は
2 0 2 2 年 度 よ り 1 3 0 , 0 6 8 ｋ W ｈ ほ ど
増 え 、全 体 の Ｃ Ｏ ₂ 排 出 量 に お い て
も 、前 年 度 比 較 で 1 1 7 ｔ 増 加 し て い
ま す 。今 後 、2 0 3 0 年 度 の Ｃ Ｏ ₂ 排 出
量 削 減 目 標 を 達 成 す る た め 、よ り 一
層 の 削 減 に 向 け た 取 り 組 み と 、「 省
エ ネ 」だ け で な く 「 創 エ ネ 」の 取 り
組 み を 推 進 し ま す 。

◎2023 年度の温室効果ガス（ＣＯ ₂）の排出状況

　 町 で は 、温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 を 削 減 す る こ と を 目 的 と し た 「 平 取 町 地 球 温 暖 化 対 策
実 行 計 画 （ 事 務 事 業 編 ）」を 策 定 し て い ま す 。
　 こ の 計 画 で は 、町 が 管 理 す る 施 設 に お い て 2 0 1 3 年 度 を 基 準 に 省 エ ネ 対 策 と 再 生 可 能
エ ネ ル ギ ー の 導 入 に よ り 、2 0 3 0 年 度 に 温 室 効 果 ガ ス で あ る Ｃ Ｏ ₂ 排 出 量 の 4 0 ％ 削 減 を
目 指 し て い ま す 。

　　平取町地球温暖化対策実行計画平取町地球温暖化対策実行計画
　　　　　　　　　（事務事業編）実績報告　　　　　　　　　（事務事業編）実績報告
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　道内で唯一の伝統的工芸品である「二風谷イタ」が 9
月 5 日に、「二風谷アットゥㇱ」が 11 月 13 日に地域団体
商標に登録されました。これを受け、二風谷民芸組合 代
表理事 貝澤 守 氏と遠藤町長が、12 月 17 日㈫に鈴木 直
道 知事を表敬訪問しました。知事室にはマキリが展示さ
れており、アイヌ工芸品が北海道を代表する地域ブラン
ドになっています。
※「二風谷アットゥシ」の「シ」は、アイヌ語表記上、小
文字で表しています。

地 域 団 体 商 標 に 登 録  ～ 鈴 木 知 事 表 敬 訪 問 ～

　『二風谷コタンに冬の暮らしの知恵をみる』
　 1 1 月 後 半 以 降 、二 風 谷 コ タ ン 周 辺 で も 雪 が 降 る よ う に な り 、徐 々 に 白 い 冬 景 色 へ と 装 い が
変 わ っ て き ま し た 。北 海 道 の 暮 ら し や ア イ ヌ の 文 化 継 承 を 考 え る う え で 、冬 を 暮 ら す た め の 知
恵 が 欠 か せ ま せ ん 。冬 の 二 風 谷 コ タ ン を 体 感 し 、博 物 館 を 見 学 す る こ と で 様 々 に 見 え て く る も
の が あ り ま す 。
　 北 海 道 で 親 し ま れ て い る 料 理 に 「 鍋 料 理 」が あ り 、石 狩 鍋 や 三 平 汁 、て っ ぽ う 汁 と い っ た 郷
土 料 理 が 知 ら れ て い ま す 。ア イ ヌ の 伝 統 的 な 料 理 も そ の 多 く が 鍋 料 理 で 、チ セ の 囲 炉 裏 に 吊 る
し た 鉄 鍋 で 、ル ㇽ や オ ハ ウ と 呼 ば れ る 汁 も の や ラ タ ㇱ ケ ㇷ゚ （ 煮 物 ）、サ ヨ （ か ゆ ）な ど 様 々 な 料
理 が 作 ら れ ま し た 。と り わ け 魚 を 具 材 に し た チ ェ ㇷ゚ ル ㇽ （ 魚 汁 ）は 、日 常 的 に よ く 食 べ ら れ た
料 理 と し て 平 取 町 に 継 承 さ れ て い ま す 。イ ン タ ー ネ ッ ト 上 に も た く さ ん ア イ ヌ 料 理 の レ シ ピ
が あ り ま す の で 、ご 家 庭 で も 作 っ て み て は い か が で し ょ う か 。冬 の 肌 寒 さ の 中 で 体 を 暖 め る 鍋
は 格 別 な 美 味 し さ が あ り ま す 。
　 チ セ の 囲 炉 裏 で 火 に あ た る 暮 ら し は 、世 代 間 で し っ か り と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と る 機 会
に も つ な が り ま す 。冬 の 暮 ら し は 屋 内 で 薪 の 火 を 絶 や さ な い こ と が 大 事 で す 。か つ て は お じ い
さ ん や お ば あ さ ん が 火 の 管 理 を 担 う こ と が 多 く 、孫 の 面 倒 を 見 な が ら ウ パ ㇱ ク マ （ 言 い 伝 え ）
や ユ カ ㇻ （ 英 雄 叙 事 詩 ）な ど を 語 り 聞 か せ た と 言 わ れ て い ま す 。
　 冬 は 肉 や 魚 な ど の 保 存 に 向 い て い ま す 。冷 蔵 ･ 冷 凍 が 容 易 で 、虫 が つ く 心 配 も ほ と ん ど あ り
ま せ ん 。森 林 に 行 っ て も ク マ や ヘ ビ 、ハ チ 、ダ ニ な ど に 出 会 う こ と も な い こ と か ら 、比 較 的 安 全
に 狩 猟 を 行 う こ と が で き る 季 節 で す 。ア イ ヌ 伝 承 で 、冬 が 男 の 季 節 と 言 わ れ る の は 、冬 山 で の
狩 猟 時 期 と 重 な る こ と に 起 因 し ま す 。
　 雪 に 覆 わ れ た 二 風 谷 コ タ ン を 散 策 し な が ら 、ぜ ひ 北 海 道 に 受 け 継 が れ た 料 理 、家 族 の 関 係 、
生 業 な ど に 想 い を 馳 せ て み て く だ さ い 。文 化 的 景 観 の 保 全 は 、地 域 文 化 の 継 承 に 寄 与 す る だ け
で な く 、住 民 が 地 元 の 良 さ を 再 認 識 し 、あ ら た め て 郷 土 学 習 を 行 っ て い く た め の ツ ー ル （ 道 具
や 手 段 、方 法 ）に も な り ま す 。地 域 ら し さ を 大 事 に す る 意 識 は 、今 後 一 層 ま ち づ く り の キ ー ワ ー
ド に な っ て い く と 考 え ら れ ま す 。

北海道平取町〈アイヌの伝統と近代開拓による沙流川流域の文化的景観〉は、

国の重要文化的景観のひとつに選ばれています。

大切な地域の風景「文化的景観」

「 二 風 谷 イ タ 」・「 二 風 谷 ア ッ ト ゥ ㇱ 」
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　　★地域で子どもを育てる★

◉平取町では、令和６年度の教育行政執行方針の中で、「子ども達一人ひとりが夢と希望を持つ
　ことのできる学校教育の充実」と「活力あるまちづくりを進めるための人材育成」を方針の
　大きなテーマとして示しています。
　　生きる力を育む学校教育を推進するために、子ども達の発達段階に応じた「知識・技能の
　習得」、「思考力、判断力、表現力の育成」「学びに向かう力、人間性等」を三つの柱とし、各学校
　では様々な工夫をして日々の教育活動に取り組んでいるところです。
　　毎年実施されている全国学力・学習状況調査において、各教科の点数だけではなく、質問紙
　の回答から見えてくる児童・生徒の状況を把握し、分析したうえで、各学校が研修等を通して
　日常の授業実践につなげる努力を重ねています。
　　子どもが生き生きと生活し、望ましい人間形成を積み上げていくためには、学校だけでは
　なく、家庭や地域の力がとても大切です。学校行事や地域の行事等で子どもたちの姿をご覧
　いただき、様々な視点から支援をしていただいたり、見守っていただくことが、地域で子ども
　を育てることにつながります。

　学力調査に合わせて、児童・生徒質問紙調査も実施されました。小学校67、中学校69 の質問項
目がありましたが、その中からいくつかについて平取町の状況をお知らせします。

◇朝食を毎日食べている・・全国と比較し、小学校2.3％、中学校は5.8％低い。全く食べていない
　　　　　　　　　　  　　児童・生徒も小学校で1.0％、中学校で2.0％多い。
◇自分にはよいところがあるか・・自己肯定感については、全国と比較し、小・中ともやや低い傾向。
◇自分の夢や目標をもっている子どもは、全国と比較して高い数値であり、人が困っているとき 
　は進んで助けていると答えた児童・生徒が多かった。
◇ＩＣＴの活用については、意欲的である子どもが多く、そのことが、学習に好影響を与えている
　場合が多い状況である。
◇「友だち関係に満足しているかどうか」という設問では、小学校は全国数値とほぼ同率、中学校
　については7.2% 高かった。
◇「学校に行くのは楽しいと思うか」という設問については、肯定的な回答が小学校で78.4％、中
　学校が80.0％で、全国と比較して小学校は6.4％、中学校は3.8％それぞれ低かったが、昨年度と
　比較すると小学校は11.7％、中学校は19.3％上昇した。
◇「地域をよくするために何かしてみたいと思うか」という設問では、肯定的な解答が小学校で
　86.4％、中学校が73.3％で、全国と比べて小学校は2.9％高く、中学校は2.8％低かった。
◇「国語の勉強が好きか」という設問では、肯定的な回答が小学校で51.3％、中学校が77.8％で、
　全国と比較して小学校が10.7％低く、中学校が13.5％高かった。国語の教科が好きな子どもの
　割合は、小学校が低い傾向である。それに対し、「国語の勉強が大切だと思うか」という設問で
　は、９割以上の児童・生徒が肯定的な回答をしており、全国数値より高くなっている。
◇「算数・数学」の勉強が好きで、大切だと思っている児童・生徒は小・中とも9 割を超えており、
　全国平均とほぼ同数値である。
◇「理科の勉強は好きか」という設問では、肯定的な回答が小学校では86.5％、中学校では66.7％
　であり、全国と比較して小学校は2.9％高く、中学校は1.6％低かった。全体としては、理科の勉
　強が好きな子どもが多く、観察や実験に対する意欲が高い状況である。
◇「英語の勉強が好きか」という小学校への設問では、肯定的な回答が72.9％で、全国より3.6％
　高かった。内容理解についても、分かっていると回答した児童は、全国より5.5％高かった。
◇中学校の英語の授業については、表現や発表したりする活動に取り組んでいたかどうかについ
　ての設問があり、概ね取り組んでいたという状況である。

令和６年度 全国学力・学習状況調査・質問紙における平取町の結果から

  『全国学力・学習状況調査　全国の結果の概要から』
　今年からオンラインで行った質問紙調査では、課題解決学習を積極的にしていて、発表場面
で週３回以上ＩＣＴを活用している児童・生徒の方が、そうでない児童・生徒よりも教科の平
均正答率が高かったという結果が出ています。また、算数・数学では、知識の習得を問う問題で
課題が見られています。

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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◆少人数指導による個に応じた指導の充実：TT（ティームティーチング）指導や習熟度別指導の充実

◆標準学力テスト実施（全国学調と同日に小 6、中 3 以外）：児童生徒の実態把握による指導の充実

◆放課後子ども教室や休業中の学習サポート事業　　◆びらとり義経塾（通年開設）

◆チャレンジテストの効果的な利用　　　　　　　　◆朝読書（全校読書）、読み聞かせの実施

◆各種検定事業参加（漢字検定・英語検定）：学習意欲の向上

◆家庭学習時間の設定　学年×10 分＋10 分　家庭学習強化週間の設定、家庭学習の手引の効果的な活用

◆町指定教育推進事業・公開研究会による「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づく授業改善の推進

◆指導方法の工夫改善　課題設定・まとめ・振り返りの時間の設定、ノート指導

◆ＩＣＴ活用の促進・・・一人一台端末による「個別最適な学び」の充実

◆各種研修への積極参加による授業改善の推進

平取町としての学力向上策（各学校での主な取組み例）

□領域別にみると、小学校の国語では昨年度下回った「情報の扱い方」が全国より高い数値となりました。

　また、小学校の算数では、「図形」の分野が全国以上となっています。全国では、36.5％にとどまった「直

　径 22㎝のボールがぴったり入る箱の体積を求める式を書く」設問では 51.4％の正答率がありました。

□中学校の国語では、「読むこと」、「我が国の言語文化に関する事項」、数学では、「データの活用」に

　ついて全国より高い数値となっています。

■小学校の国語では、「話すこと・聞くこと」、特に、「我が国の言語文化に関する事項」について課題

　があります。算数の領域については、「データの活用」、「変化と関係」について課題があります。

■中学校の国語では、「話すこと・聞くこと」、数学では、「数と式」、「関数」の分野について課題があります。

■目的や意図に応じて自分の考えを伝える力を育むために、思考する活動を取り入れた授業の工夫や、

　効果的に発表するなどの学習体験を積み重ねることが大切です。

■本町で取り組む「主体的・対話的で深い学び」の視点に基づく授業改善の推進を引き続き行い、Ｉ C

　Ｔ事業を効果的に活用しながら、「考える」授業を実践していく必要があります。

　　　　全国 / 全道

比較数値  %

全国平均正答率から
みた平取町平均正答率
との比較

全道平均正答率から
みた平取町平均正答率
との比較

全国平均正答率から
みた平取町平均正答率
との比較

全道平均正答率から
みた平取町平均正答率
との比較

 相当高い　　　＋７以上

 高い　　　　　＋５～＋７

 やや高い　　　＋３～＋５

 ほぼ同様上位　＋1 ～＋３

 ほぼ同様　　　－1 ～＋１ 算　数 国　語

 ほぼ同様下位　－３～－１ 算　数 国　語 国　語 数　学

 やや低い　　　－５～－３ 国　語 数　学

 低い　　　　　－７～－５

 相当低い　　　－７以下

《中学校３年生》《小学校６年生》

全国・全道との平均正答率の比較

　今年４月18 日、文部科学省は「全国学力・学習状況調査」を実施し、全国の小学校６年生と
中学校３年生の全児童・生徒を対象に、国語、算数（小）・数学（中）の教科と、質問紙におい
て様々な視点からの学習状況の傾向について調査を行いました。調査の特徴としては、学習
指導要領で育成をめざす、知識および技能や思考力・判断力・表現力等を問う問題が出題さ
れました。北海道教育委員会では調査結果を分析・考察し、11 月初旬に公表しました。この調
査結果を基にした平取町の児童・生徒の平均正答率の概要は、下表のとおりです。

～令和６年度　全国学力・学習状況調査結果から～

　各教科の全国・全道比は、町内小・中学校とも
　　　　やや低い状況か、ほぼ同様の結果となりました
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色とりどりの図画や工作等が展示されました

　「 ふ れ あ い セ ン タ ー び ら と り 」で、1 1 月16 日 ㈯ か
ら 2 2 日 ㈮ ま で の ７ 日 間 、図 画・工 作・書 写・壁 新 聞
な ど 、2 6 9 作 品 を 展 示 し 、平 取 町 小・中 学 校 作 品 展
を 開 催 し ま し た 。児 童 ・生 徒 の 日 頃 の 学 習 成 果 の 発
表の場として、毎年多くの作品が出品されました。
　 作 品 づ く り を 通 し て 、創 造 力、表 現 力、集 中 力 な ど
を 高 め 、自 分 の 感 じ た こ と や 考 え を 形 に す る こ と の
楽 し さ を 味 わ う こ と が で き ま す。ま た、町 内 各 学 校
の さ ま ざ ま な 作 品 を 鑑 賞 す る 活 動 を 通 し て、自 分 の
見方や感じ方を広げることもできます。
　 期 間 中 は200 名 ほ ど の 来 場 者 が あ り、子 ど も た ち
の作品を熱心に鑑賞していました。

令和６年度 平取町小・中学校作品展 開催令和６年度 平取町小・中学校作品展 開催

　＜１～３年 生 の 部 ＞
　優　勝　２年 さ い 強 ぐ ん だ ん
　準優勝　３年 生 最 強 チ ー ム
　３　位　平取 フ ァ イ タ ー ズ
　４　位　平小 １ 年
　　　　　最強 じ ゅ ん こ チ ー ム

＜４～６年生の 部 ＞
　優　勝　一般 人 L VMAX
　準優勝　ガッ キ ー ２
　３　位　チー ム 紫 雲 古 津
　４　位　平取 ド ッ ジ
　５　位　振内
　６　位　Ｓ Ｓ ・シ ー ル ズ

　11 月16 日 ㈯、「 第13 回 全 町 小 学 生 ド ッ ジ ボ ー ル 大 会 」が 町 民 体 育 館 で 開 催 さ れ、人 気 行 事
の一つとなっているこの大会に全町から10 チーム85 名が参加し、熱戦を繰り広げました。
　 今 大 会 は、１ ～ ３ 年 生 の 部 に ４ チ ー ム、４ ～ ６ 年 生 の 部 に ６ チ ー ム が 参 加 し 、リ ー グ 戦 に よ
る 勝 ち 点 制 で 順 位 を 決 定 し ま し た。１ セ ッ ト ４ 分 間 の ２ セ ッ ト マ ッ チ で 試 合 が 行 わ れ、接 戦
と な る 試 合 が 多 く 、試 合 終 了 の ホ イ ッ ス ル が 鳴 る 瞬 間 ま で 勝 利 を 目 指 し て 一 生 懸 命 に 戦 う 姿
に、応援にかけつけた保護者や学校の先生方も力が入り、大きな声援を送っていました。

　優勝目指し 一球入魂！　全町小学生ドッジボール大会　優勝目指し 一球入魂！　全町小学生ドッジボール大会

～笑いは体内マラソン、
　内臓のマッサージ・笑顔に勝る化粧なし・心のビタミン剤～

講師　日本笑いヨガ協会　千葉 養子 氏

　 町 内 の 女 性 が 一 同 に 会 し 、生 き 生 き
と 生 活 す る た め に 意 識 を 高 め 、女 性 同
志 の 交 流 を 深 め る こ と を 目 標 に 、11 月
17 日 ㈰、平 取 町 女 性 の 集 い が 中 央 公 民
館で開催されました。
　「 笑 い の 健 康 体 操（ 笑 い ヨ ガ ）で 呼 吸

（ 系 ）を 整 え る 」と 題 し た 講 演 で は、笑 い
と 呼 吸 の 相 乗 効 果 に よ り 免 疫 力 が 上 が
る「 笑 い の 体 操 」を 参 加 者 全 員 で 実 践
し 、「 笑 う 」習 慣 を 生 活 に 取 り 入 れ る こ
とを笑いながら学びました。
　 さ ら に 、「 す ず ら ん 笑 劇 団 」に よ る ス
テ ー ジ と 参 加 者 の 芸 能 発 表 で 、場 内 は
笑 い で つ つ ま れ 、心 身 と も に 楽 し く 健
康的な 一 日 と な り ま し た 。

  “笑い”で健康 “笑い”で健康 
　　第 44 回平取町女性の集い　　第 44 回平取町女性の集い

教育委員会教育委員会からのお知らせからのお知らせ
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【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
保
健
福
祉
課 

保
健
推
進
係

   

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
び
ら
と
り
）

　
　
　
　
　
☎
４
‐
６
１
１
２

  保健福祉課からのお知らせ

すこやかだよりすこやかだより

　

長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
大
量
の

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
続
け
る
と
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
取
し
な
い
と
い

ら
れ
な
く
な
る
状
態
、
つ
ま
り
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
脳
内

の
ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
ブ
レ
ー

キ
が
壊
れ
て
、「
日
々
ど
う
し
て

も
飲
ま
ず
に
い
ら
れ
な
い
」「
量

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
」

「
健
康
や
生
活
に
支
障
が
現
わ
れ

て
も
や
め
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た

状
態
に
陥
り
ま
す
。

【
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
サ
イ
ン
】

▽
お
酒
に
強
く
な
り
、
量
が
増

　

加
し
て
い
く

▽
ほ
ろ
酔
い
で
は
飲
ん
だ
気

　

が
し
な
く
な
る

▽
飲
ん
で
記
憶
を
失
う
よ
う
に

　

な
る

▽
飲
む
こ
と
を
優
先
し
た
生

　

活
に
な
る

　

一
つ
で
も
思
い
当
た
る
方
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
初
期
段

階
に
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
保
健
師
や
医

療
機
関
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
避
け
る
べ
き
飲
酒
】

▽
一
時
多
量
飲
酒

▽
他
人
へ
の
飲
酒
の
強
要
等

▽
不
安
や
不
眠
を
解
消
す
る

　

た
め
の
飲
酒

▽
病
気
等
治
療
中
の
飲
酒
や

　

服
薬
後
の
飲
酒

▽
飲
酒
中
ま
た
は
飲
酒
後
に

　

お
け
る
運
動

▽
入
浴
な
ど
の
体
に
負
担
の

　

か
か
る
行
動

【
健
康
に
配
慮
し
た
飲
酒
の
仕
方
】

▽
自
ら
の
飲
酒
状
況
等
を
把
握

　

す
る

▽
あ
ら
か
じ
め
量
を
決
め
て

　

飲
酒
す
る

▽
飲
酒
前
ま
た
は
飲
酒
中
に

　

食
事
を
と
る

▽
飲
酒
の
合
間
に
水
を
飲
む

　

な
ど
、ア
ル
コ
ー
ル
を
ゆ
っ

　

く
り
分
解
・
吸
収
す
る
よ

　

う
に
す
る

▽
一
週
間
の
う
ち
、
飲
酒
を
し

　

な
い
日
を
設
け
る

に
必
要
な
注
意
を
払
い
、
不
適
切
な

飲
酒
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

飲
酒
を
す
る
際
に
は
、
健
康
リ

ス
ク
を
避
け
る
飲
み
方
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

健
康
日
本
21
で
は
、
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
飲
酒
量

を
「
１
日
あ
た
り
の
純
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
量
が
男
性
40
ｇ
以
上
、
女

性
20
ｇ
以
上
」
と
定
め
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
「
こ
こ
ま
で
な
ら
飲

ん
で
良
い
上
限
値
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
少
量
の
飲
酒
で
顔
が
赤
く

な
る
な
ど
、
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
能

力
が
低
い
人
は
お
酒
の
影
響
を
受

け
や
す
く
、
人
に
よ
っ
て
影
響
の

受
け
や
す
さ
が
異
な
る
た
め
、「
適

量
」
の
基
準
を
定
め
る
の
は
困
難

で
す
。

　

体
質
に
よ
っ
て
、
お
酒
の
影
響

の
受
け
や
す
さ
は
異
な
り
ま
す
が
、

お
酒
が
強
い
弱
い
に
関
わ
ら
ず
、

飲
酒
量
が
少
な
い
ほ
ど
、
飲
酒
に
よ

る
リ
ス
ク
は
少
な
く
な
る
こ
と
に

違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
問
題
へ
の

関
心
と
理
解
を
深
め
、
自
ら
の
予
防

　

か
つ
て
は
、「
少
量
の
飲
酒
は

体
に
良
い
」
と
い
わ
れ
て
い
た
時

代
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
の
研
究
に
よ
る
と
、
少
量
の
飲

酒
で
も
が
ん
や
脳
卒
中
、
高
血
圧

な
ど
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ

と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

左
の
表
は
、
日
本
に
お
け
る
飲

酒
量
と
疾
患
の
発
症
リ
ス
ク
の
関

係
を
表
し
て
い
ま
す
（
厚
生
労
働

省
「
健
康
に
配
慮
し
た
飲
酒
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」）。
０
ｇ
以

上
と
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
少

し
で
も
飲
酒
を
す
る
と
リ
ス
ク
が

上
が
る
と
い
う
こ
と
を
表
し
、
少

量
で
あ
っ
て
も
飲
酒
す
る
習
慣
の

あ
る
方
の
場
合
、
全
く
飲
ま
な
い

方
と
比
べ
て
、高
血
圧
や
脳
出
血
、

胃
が
ん
な
ど
を
発
症
す
る
リ
ス
ク

が
高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

飲
酒
の
新
常
識
‼
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　役場関係
　電話番号

平取町役場      
総務課 （代表）  
まちづくり課 
アイヌ施策推進課

観光商工課
産業課              
農業委員会・土地改良区

税務課              
出納室              
建設水道課       
議会事務局       
                          
ふれあいセンターびらとり
                                                   
町民課

保健福祉課
保健推進係・子育て支援係
                           
介護支援係・介護保険係
                                         
児童館                
子ども発達支援センター
                          
地域包括支援センター

「ほほえみ」         

平取町教育委員会
生涯学習課

中央公民館        
町民体育館         
二風谷アイヌ文化博物館

                  
沙流川歴史館     
図書館                

役場振内支所   

役場貫気別支所

平取町国民健康保険病院
　                            
平取町社会福祉協議会
                           
平取町外 2 町衛生施設組合
                           

平取消防署         

　
第
７
４
０
号
　
令
和
6
年
12
月
27
日
　
発
行

1212
月
号
月
号

び
ら
と
り

び
ら
と
り

広
報
広
報

喉
越
し
に
つ
る
り
と
通
る
酢
牡
蠣
か
な　
　
　
　

内
海　

綾
子

初
参
り
秋
に
出
た
熊
寝
た
だ
ろ
か　
　
　
　
　
　

遠
藤　

紫
光

初
詣
八
十
路
の
友
と
弁
財
天　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤
え
い
子

元
旦
に
初
の
曾
孫
は
お
箸
染
め　
　
　
　
　
　
　

川
上
八
重
子

木
枯
ら
し
に
急
か
さ
れ
て
い
る
七
十
路
な
り　
　

熊
谷　

厚
子

狭
庭
の
隅
に
ひ
っ
そ
り
返
り
花　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

俊
子

終
業
の
サ
イ
レ
ン
流
れ
暮
早
し　
　
　
　
　
　
　

長
野　

新
一

初
空
に
向
い
飛
び
立
て
我
が
心　
　
　
　
　
　
　

野
口
勢
津
子

猫
が
呼
び
そ
ぞ
ろ
な
我
も
日
向
ぼ
こ　
　
　
　
　

古
久
保
李
莉

初
霜
や
今
日
か
ら
冬
と
覚
悟
し
て　
　
　
　
　
　

道
政
サ
ツ
子

か
ら
か
ら
と
枯
葉
が
遊
ぶ
芝
の
上　
　
　
　
　
　

渡
辺　

正
子

楢の実俳句会楢の実俳句会

平取ダム周辺 自然体験会
　平取ダム管理所周辺に整備されてい

るフットパスで道産子馬の乗馬体験が

行われ、雪景色をながめながら、親子連

れで冬の自然を楽しみました。

今月のワンショット今月のワンショット

令和６年11 月寄附件数・寄附金額

　　1,712 件   36 ,536 ,000 円

令和６年度累計

　（4 月１日～11 月30 日まで）

　　6,721 件 142 ,167 ,400 円

ふるさと納税寄附ふるさと納税寄附

（前月比）

人　口 4,447 人 （△ 9 人）

男 2,195 人 （△ 6 人）

女 2,252 人 （△ 3 人）

世帯数 2,386 世帯  （△ 10世帯）

※令和６年 11 月末現在の住民基本台帳による

まちの人口と世帯数まちの人口と世帯数


